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Langerhans cells suppress CD8+ T cells in situ
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苔癬反応と呼ばれる病理組織像が見られる。この苔癬反応は CD8 T 細胞誘導性
と考えられている。一方、ランゲルハンス細胞（LC）は表皮内に存在し、外来
抗原を取り込み表在リンパ節に遊走して T細胞に抗原を提示する機能があるが、










① K14-mOVA Tgマウスに OT-I細胞を移入し aGVHD様自己免疫性皮膚症状を惹起
させ、表皮内での LCの数の経時変化を FACSで解析した。 
② Langerinプロモーター下にジフテリア毒素受容体(DTR)が導入されたマウス
（Langerin-DTR Tg マウス）と K14-mOVA Tgマウスを交配し、double Tgマ
ウスを作製した。このマウスに DTを投与して LCを除去した後に OT-I細胞
を移入し aGVHD 様自己免疫性皮膚症状を惹起させ、14日目の皮膚症状を評価
した。 
③ OVA CD8エピトープ(SIINFEKL)を提示したマイトマイシン C 処理 Naïve 脾臓
細胞を抗原提示細胞とし、OT-I細胞刺激を行い増殖反応を惹起する際に、マ






シス細胞の割合を FACS解析した。また、B7-H3と B7-H4の LC 上での発現を
FACS解析した。 
⑤ Langerin-DTR/K14-mOVA double Tgマウスを用いて LCを除去した後、GFP+OT-I
細胞を移入し aGVHD様皮膚症状を惹起させ、14日目の皮膚の GFPの発現をリ










③ 共培養実験にて、LCを加えた群では、コントロールとして野生型 naïve 脾臓
細胞や K14-mOVA Tg マウスの脾臓より採取した樹状細胞を加えた群と比較し

























in vivoにおいても LCが皮膚に浸潤した OT-I細胞のアポトーシスを誘導し、免
疫抑制的に機能していることが示された。 
 
結論：LCは皮膚で表皮特異的 CD8 T細胞の増殖を抑制し、かつ B7-H3や B7-H4
を介してアポトーシスを誘導することで、自己免疫性皮膚苔癬反応の進展を抑
制している。 
 
